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３ 要旨 

キク⽩さび病はキク類に発⽣する重要病害であり、薬剤による防除が有効であるが、⽣産現
場では薬剤散布を⾏っても発病を抑えられない場合がある。そこで、気象条件に応じた薬剤散
布による防除結果を解析したところ、感染リスクが⾼くなる条件を明らかにしたため、感染リ
スクを評価できるフローチャートを作成した。 
                                                         

（１） キク⽩さび病の感染には⽇積算降⽔量、⽇最低気温、⽇平均⾵速が関係していると仮定して
薬剤散布を⾏った結果、慣⾏防除と⽐較して、発病葉率を低くすることができた（図 1）。 

（２） 結露による葉の濡れが感染に影響していたことから、降⽔の有無、最低気温、葉の濡れの 3
つの要素からなる感染リスクのフローチャートを作成した（図２）。 

（３） フローチャートにおいて、リスクが中及び⼤となるときは薬剤散布を⾏うことを推奨する。 
（４） 感染リスクが中〜⼤の⽇が連続する場合、降⾬の合間を⾒て薬剤散布を検討する。 
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図２ 感染リスクのフローチャート 
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図１ 防除⽅法の違いによるキク⽩さび病の発病葉率（7 ⽉ 22 ⽇調査） 
供試品種：花の舞（1 区 10 株 3 連の平均値）。適期防除：2 ⽇後の気象条件（最低気温、積算降
⽔量、平均⾵速）から感染リスクを判断し、リスクが⾼い場合前⽇に薬剤散布（計 19 回散布）。
慣⾏防除：JA ふくしま未来福島地区菊⽤病害⾍防除暦に基づき薬剤散布（計 14 回散布）。 


